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物質名等 含まれる食品等 摂取量 メチル化の状態 遺伝子の状態
メチオニン 動物性タンパク質 欠乏 低メチル化 不安定
コリン 卵黄 欠乏 低メチル化 不安定
葉酸 緑黄色野菜 欠乏 低メチル化 不安定
葉酸 緑黄色野菜 欠乏 メチル化 がん抑制遺伝子p53の抑制
ビタミンB12 卵、魚貝類 欠乏 低メチル化 不安定
亜鉛 貝類 欠乏 低メチル化 不安定
セレニウム キノコ、昆布 欠乏 低メチル化 不安定
レチノイン酸 鰻、レバー、卵黄 過剰 低メチル化 不安定
アルコール 酒 過剰 低メチル化 不安定
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分野 用途もしくはシステム名 主体 状況 形体
乗車券 自主運行バス運賃清算 静岡県磐田郡豊田町 1997.10導入済み ICカード
代官山循環バス運賃清算 東急トランセ 1998.07導入済み ICカード
バス乗車券・定期券 山梨交通 2000.02導入済み ICカード
出改札「Suica」 JR東日本 2001.11導入済み ICカード
高速道路 自動料金収受「ETC」 日本道路公団等 2001.03導入済み ICカード
スポーツ・レジャー スキー場ゲート 志賀高原索道協会 1992.11導入済み ICカード
プール内キャッシュレス 豊島園 1996.06導入済み RFタグ
施設内情報管理 箱根小涌園ユネッサン 2001.01導入済み RFタグ
入退出管理 入退出・食堂清算 東芝小向工場 1989.02導入済み ICカード
車両管理 地下駐車場入出門管理 恵比寿ガーデンプレイス 1994.10導入済み ICカード
物流 航空手荷物管理 国土交通省、空港公団 2001.10実証実験 RFタグ
商品履歴の追跡 経済産業省 2003.02研究会発足 RFタグ
小売り 書籍販売管理 出版業界団体 2003.03構想開始 RFタグ
その他 列車番号読み取り JR東日本、JR東海 1991導入済み RFタグ
社員食堂オートレジ 日鐵商事 1994.09導入済み ICカード
回転寿司清算 日本クレセント 2000導入済み RFタグ

































































































名称 番号 周波数 作業原案 委員会案 最終委員会案 承認 発行（WD） （CD） （FCD） （FDIS） （IS）
18000‐1 （一般パラメータ） 2000.12 2001.09 2003.02 2003.05 2003.08
18000‐2 135kHz以下 2001.03 2002.03 2003.02 2003.05 2003.08
エアー・
18000‐3 13.56MHz 2000.12 2002.03 2003.02 2003.05 2003.08
インタフェース 18000‐4 2.45GHZ 2000.12 2002.03 2003.02 2003.05 2003.08
18000‐5 5.8GHz 2002.06 2002.11 取り下げ
18000‐6 860‐930MHz 2002.06 2002.11 2003.05 2003.08 2003.11
18000‐7 433MHz 2003.01 2003.01 2003.05 2003.08 2003.11








































































































































































































































































































































































































01）"2001 National Retail Security
Survey Final Report"; University
of Florida











07）経 済 産 業 省 ホ ー ム ペ ー ジ
http://www.meti.go.jp/policy/me
















































































































































































































































炉型 主な国 基数 燃料 冷却材 減速材
加圧水型
米国、フランス、






































































































































































































































ブンゼン反応 2H2O＋I2＋SO2 ＝　2HI＋H2SO4 室温～100℃
ヨウ化水素分解反応 2HI ＝　H2＋I2 400℃












































































原料 エネルギー 対象プラント 水素製造方法
水蒸気改質法に
形態 （温度レベル） 対する比価格*













































































































































炉の名称 開発推進機関 出力 燃料 運転年 備考（MWt/MWe）









短期導入予定の GA-Minatom 600/285 PuO2 2009予定 兵器Pu燃焼処理、
商用炉
GTMHR

























































































































































































































and the Generation IV Interna-
tional Forum, A Technology



















National Institute of Science and
Technology Policy (NISTEP)




　 Li fe  Sc iences
　 Informat ion & Communicat ion Technologies
　 Environmenta l  Sc iences
　 Nanotechnology & Mater ia ls
　 Energy
　 Manufactur ing Technology
　 Inf rastructure
　 Front ier
S c i e n c e  &  T e c h n o l o g y  T r e n d s
文部科学省　科学技術政策研究所
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